
昆虫は、現在の地球上の生物全体の種数の半数以上を占める巨大な生物群であ
る。昆虫の大規模な適応放散の原動力になったのが、「変態」の獲得にあると考
えられている。昆虫の変態は幼若ホルモンと呼ばれるホルモンによって内分泌的
に制御される。幼若ホルモンは幼虫から蛹、あるいは蛹から成虫への変態を抑制
する。近年の幼若ホルモン研究の進展によって、幼若ホルモンの生合成経路やシ
グナリング経路についての理解が大きく進み、幼若ホルモンによる変態抑制の分
子基盤の詳細が明らかにされつつある。一方で、昆虫の若齢幼虫は幼若ホルモン
の存否に関わらず常に幼虫脱皮を行う、という事実も指摘されており、若齢幼虫
における幼若ホルモンの機能や変態制御機構については不明の点が多い。
私達は、カイコを用いた実験形態学的研究を行った。まず、若齢幼虫のカイコ
の皮膚片を終齢幼虫の体内に移植する実験を行い、孵化直後の１齢幼虫の皮膚片
であっても、終齢幼虫の体内で蛹・成虫のクチクラをつくることができることを
示した。この結果から、カイコの若齢幼虫は、個体全体としては蛹化する能力を
もたないものの、皮膚片のような組織レベルであれば、適切な内分泌環境に置か
れることで蛹化・成虫化し得ることが明らかになった。さらに、幼若ホルモン受
容体を欠損させたノックアウトカイコ個体を用いて同様の皮膚移植実験を行うこ
とにより、移植された皮膚片の蛹化能力の獲得は幼若ホルモンの存在によって抑
制されることを見出した。これらの結果から、カイコにおいて「蛹化能力」は液
性因子によって付与されること、その液性因子は幼虫の成長に伴って産生される
ものと結論した。
本講演では、移植実験で見出した「蛹化能力」獲得メカニズムについて、我々
が解析したヘテロクロニック遺伝子や、変態抑制作用が近年知られるようになっ
た転写因子などの知見をまとめ、考察したい。
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